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は じ め に
　近年、日本の古典籍をめぐるデジタルアーカイブがめまぐるしい展開をみせている。2000
年代半ば以降、早稲田大学図書館、国立国会図書館などが所蔵資料のデジタルアーカイブを本



































1 2017 年 7 月に「近世期絵入百科事典（試作版）」を公開。
2  本書には刊年が明記されていないが、小林祥次郎は序年誌および、寛文 8 年刊の『訓蒙図彙』との関係から
寛文 6 年版と称して大過ないであろうとする（小林祥次郎編『江戸のイラスト辞典　訓蒙図彙』勉誠出版、
2012 年、969 頁）。
3  日本学士院日本科学史刊行会編『新訂版　明治前日本生物史』第 1 巻、臨川書店、1980 年、北村四郎「ケン












介・米穀・菜蔬・果蓏・樹竹・草花、の 17 部の分類で構成されている。見開き 1 丁ごとに四
つの事物を配し、漢字・ひらがなで名称を記し、形状を図画で表している（図 1）。書型は大本
で、十分に詳細まで描くことが可能な大きさである 5。項目は 1484 個であるが、それぞれに俗
















4  『訓蒙図彙』の内容、成立背景や諸本については、前掲注 2、杉本つとむ『訓蒙図彙』（早稲田大学出版部、
1975 年）、勝又基「江戸の百科事典を読む」（『月刊しにか』11-3 号、2000 年、65–71 頁）、勝又基「解題」（『訓
蒙図彙集成・別巻　江戸時代図説百科　訓蒙図彙の世界』大空社、2002 年、24–26、32–34、40–42 頁）など
に詳しい。
5  例えば国立公文書館内閣文庫所蔵本は、縦 27.0×横 19.3cm である（前掲注 4 杉本つとむ、例言 vii 頁）。
6 前掲注 4 杉本つとむ、266 頁。
図 1　『訓蒙図彙』、国立国会図書館蔵
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寛永 6 年（1629） 1 歳　 室町通街二条第一閭に生まれる
明暦元年（1655）27 歳　衣店街二条第一閭西畔に転居
万治元年（1658）30 歳　長男清平誕生
寛文 6 年（1666）38 歳　『訓蒙図彙』叙




へ居を移しながら暮らしていたことがわかる。東西の距離にして約 350m、徒歩にすれば 5 分
程度である。惕斎の生まれ育った二条界隈は儒学者の町でもあった。松永尺五（1529–1657）が



















































10 辻本雅史『「学び」の復権―模倣と習熟』岩波書店、2012 年、56–57 頁。
11 石川謙『寺子屋』、至文堂、1966 年、214 頁。
12 山住正巳・中江和江編『子育ての書 1』東洋文庫 285、平凡社、1976 年、18–22 頁。
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13 勝又基「『比売鑑』の写本と刊本」『近世文藝』第 70 号、1999 年、1–10 頁。
14 前掲注 2、971–972 頁。
15  杉本つとむは「山形屋市郎右衛門」とするが根拠は明示されていない（前掲注 4 杉本つとむ、例言、vii 頁）。
16 井上隆明『日本書誌学大系 改訂増補 76 近世書林板元総覧』青裳堂書店、1998 年、749–750 頁。
17  貝原益軒『和俗童子訓』巻之四（静岡県立図書館葵文庫）。句読点、濁点などは適宜補った。この他の例として、
倉島利仁は江村北海『授業編』（天明 3 年［1783］刊）や湯浅常山『文会雑記』（天明 2 年［1782］序）の評
価を挙げている（解説『江戸時代図説百科　訓蒙図彙の世界』大空社、2002 年、7 頁）。
18  『瑞龍院様御隠居以後従表御取寄　御逝去後迎凉閣御文庫江入御書籍（寛保三年目録　巻四）一冊』名古屋市











図 2　『頭書増補訓蒙図彙』、国立国会図書館蔵 図 3　『頭書増補訓蒙図彙大成』、早稲田大学図書館
　寛政版はその元禄版を基にしている。初めて絵師の名前が明記された本書は、図を大きく配
置する構成に変え、個別に書かれていた事物の図を一図の中に組み合わせるなど視覚的な面を






19  これ以外に寛文 8 年（1668）に図を縮小した縮刷廉価版、享保 17 年（1732）に図を縮小し、配列を若干変え
た版がある。
20 前掲注 4 勝又基、70 頁。
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お わ り に
　はじめにで述べたように、本論は『訓蒙図彙』の系譜やその展開を考察するための序論であ
り、最後に今後の研究課題を挙げてまとめとしたい。
　はじめにで述べたように、これまで「訓蒙図彙もの」を通史的に捉えた研究はなされていな
い。江戸初期から明治初期まで、あるいは訓蒙図彙以前も含めてこれらの書物をながめること
で、古今東西の知識・情報が書物という経路によってどのように浸透していったのかを考察す
ることができるだろう。
　また、特定のテーマで「訓蒙図彙」を追いかけたときに何が見えてくるのかという問題もあ
る。今回は「人物図」と江戸中期の上方における出版について論じたが、様々な切り口から 
「訓蒙図彙もの」を辿っていけば、さらに豊かな展開図がみえてくるのではないだろうか。
　これらの研究と平行して、「近世期絵入百科事典データベース」の拡充を進める。例えば、
データベースを用いることで、異なる三版の『訓蒙図彙』の画像と翻刻を項目毎に見比べるこ
とが容易になれば、情報更新の傾向や編纂者の編集方針をつかむ手立てとなるだろう。あるい
は、各画像に対するタグ付けを充実させることで、おもわぬ情報の連鎖や共通点がみえてくる
かもしれない。
　また、このデータベースを『訓蒙図彙』に連なる展開の一つとして考えるならば、「訓蒙図
彙もの」がもたらす現在進行形の文化的展開をおうことも可能となる。それらの事象が顕在化
するまでには時間が必要となるが、そのような可能性を含めてこれらの問題について考えてい
きたい。
